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小麦栽培実施（情報の収集～スマート農業） 

UAV による地盤標高（表層データ）の取得、UAV マルチスペクトルカメラによる NDVI解

析を行い、光合成の活性度を数値化することで、健康度をチェックして、GIS のマップ上に識

別可能な状態で表現し、生産性の良し悪しを確認することに成功しました。また、NDVI解

析による結果と、収穫収量とは比例関係があることがわかりました。 

このことから、NDVI解析とマッピング、健康状態に応じた可変施肥による生育の均一化によ

り、収量を上げていく手法が有効と考えます。 

NDVI解析を行ったデータは、クラウド GIS を構築したことにより、誰でもスマホやタブレットか

らアクセスし、自身の位置を表示させて、生育状況を確認出来るようになりました。 

「月山高原農地委員会」 https://gassan.aintecweb.com/ 

 
NDVI解析：光合成色素の働きによる可視域の電磁波を吸収し、近赤外域（NIR）の電磁波を強く反射する特性

を利用した解析方法。可変施肥：NDVI解析により GISの仮想空間上に、健康状態（植生指数）を色分けしたマ

ッピングデータを表示し、一つの圃場内で肥料の散布量を変えながら行う手法。 
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小麦を主軸とした輪作体系がスタート 

① 各圃場の作付け情報、耕作者情報、面積を GIS にて情報管理しました。輪作体系構

築の基本的な情報を収集し、積み上げしています。広域の輪作体系を組む際の、基盤

情報として打合せ、話し合いに利用してきました。 

② 各圃場の小麦収穫量について情報管理しました。土壌成分調査については未実施の

為、随時、GIS にて情報管理していきます。全体での小麦収量は 24ｔでした。 

③ 会員の募集をしてきました。月山高原農地委員会並びにスマート・テロワール構想を広く

公開し、説明会等実施しており、次年度より合計 7人の農業者で活動していきます。

月山高原農地委員会ホームページでの情報掲載等併せて行っています。 

④ スマート・テロワール輪作体系構築に伴う作付けの計画 

大型機械の導入を行い、今後、とうもろこしの栽培についても輪作体系に入れていく予

定です。 

 

「月山高原農地委員会」 https://gassan.aintecweb.com/  
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大区画基盤整備スタート 

農業者人口の減少、農業の効率化を担う為、従来の官公庁、土地改良区主体の基

盤整備から、民間主体での基盤整備事業計画を立案、実施しました。従来の基盤整

備より、スピーディにより安価に実施することが出来ました。工事費は通常の 2/3程に抑

えることが出来ました。尚、今年度は国の補助事業「農地耕作条件改善事業」に手を

挙げ、山形県、鶴岡市とも協議を進めており、次年度の実施を念頭に準備を進めており

ます。 
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地域貢献活動 

月山高原地域の景観保全活動についても実施しました。イベント等で利用する 11‐3

団地の中心にある施設（活性化センター）のサッシ、網戸の修繕（月山高原農地委

員会で実施）やひまわり畑、大区画小麦畑を中央の幹線沿いに計画し、活動のシンボ

ルとしてきました。 

 
「月山高原農地委員会」 https://gassan.aintecweb.com/ 
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月山高原オータムフェスの実施 

毎年、とりおこなっているイベント「月山高原オータムフェス」を実施しました。 

「月山高原産小麦デビュー祭」と題し、イベント参加の各レストランからは、収穫した小麦

を使った料理を提供して頂きました。イベントでは、スマート・テロワールの活動展示や、月

山高原活動についての講演、また特別ゲストとして、スマート・テロワール協会代表理事

の中田氏よりご参加頂き、月山高原農地委員会副会長の齋藤氏との公開対談を実施

しました。会場は満員の中、大変盛り上がりました。 

この様子は、地域フリー情報誌「e-Towns」12月号で見開き 2ページで特集され、多

くの地域住民の目に止まり、数多くのコメントを頂きました。 
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地域情報誌「e-Towns」掲載 

 
「月山高原農地委員会」 https://gassan.aintecweb.com/ 


